
公益社団法人　日本ホッケー協会

FTEM(アスリートパスウェイ)の推進にあたって

FTEM推進会議からの提案

推進会議日時　　令和7年5月15日　13:00-17:30

会　場　　　　　山梨学院大学

参加者(提案者)　寺本 祐治(FTEM推進室長)、馬場 治男(本資料文責）

アドバイザー　　小山 勝弘(山梨学院大学教授/スポーツ科学部学部長/柔道）

　　　　　　　　麻場 一徳(山梨学院大学教授/東京五輪時強化本部長/陸上競技)

❶ JHAへの提案・周知・同意形成

（１）理事会(5/20)にて総会の場で提案することについて確認　《永井本部長》

・FTEM構築については2022(R4)年度よりJSCの指導のもと構築作業を始め、

　昨年度(R6年度)に「パスウェイマップ(コーチ・関係者用)」が仕上がりました。

・昨年度、FTEM(コーチ・関係者用)については理事会で承認されています。

・JSCからもFTEMアドバンスプログラムを経て内容の承認を得ました。

※上記によって、JHA内で周知する手続きが整い総会(6/14)の場で発表します。

※最新版_FTEM（JHA_コーチ・関係者用）は下表となります。（総会では別紙）



（２）総会(6/14)での提案内容について ＝説明内容＝

《提案者：永井本部長、補足説明：寺本室長》

①FTEMとは、オーストラリアで開発されたFTEMフレームワークをもとに、

　JSCが科学的な根拠に基づいた【普及・発掘・育成・強化】を推進するために

　日本の競技スポーツの基盤を踏まえたパスウェイマップです。

②JHA強化育成本部では、JSCの指導の下、普及・発掘・育成・強化のパスウェイ

　マップとしてFTEMの構築に2022年(R4年)より取り組んできました。

　昨年度、JSCが主催するアドバンスプログラムを経て完成した 「FTEM(コーチ・

　関係者用)」について使用(公開)することをJSCに承認されました。

③今回提案させていただいた「FTEM(コーチ・関係者用)ver.1」は、まだまだ改善

　の余地が多々ある第1版です。

　今後、このFTEM_ver.1を意識した現場レベルでの取組(普及・発掘・育成・強化)

　をしていただくことにより、多くのご意見をいただきながらブラッシュアップし、

　数年かけて完成版を構築していくことを目指します。

④今後、FTEM推進室に加え、各カテゴリーや指導者育成部と連携した検討委員会

　を組織し(各カテゴリーを代表する検討委員を招聘し)現場レベルの実態を加味し

　たコーチ・関係者の指針として完成させます。

⑤具体的な取組としてU15代表選考会(１次選考：３地区による選考⇒中央選考)

　およびエリートアカデミー選考においてFTEMに位置づけた実践を先行的(試験的)

　にR6年度より実施しています。《詳細は下記参照》



❷FTEMに位置づけた具体的な取組（案）

（１）FTEMに示されているもの

Ｆ段階(F1-3)：FOUNDATION/土台となる遊び・動作・スポーツ

Ｔ段階(T1-4)：TALENT/ホッケーに適性のあるタレントの顕在化～育成～実績

Ｅ段階(E1-3)：ELITE/シニア代表への選出と成功（国際競技大会での成功）

Ｍ段階：MASTERY/シニア代表での継続的な成功（オリンピック･W杯での成功）

※今回お示しした「FTEMパスウェイマップ(コーチ・関係者用)」の内容について

　実践に伴う忌憚のないご意見をいただきながら、JHAの総力による協同作業

　を通してブラッシュアップしていきます。

※FTEMに示された各段階において、アスリートに「どんな経験をさせるか」、

　「どんなアスリートを目指すか？」ということを意識した取組(検証活動)

　を全国規模でご協力をお願いいたします。

（２）キーとなる「発掘」は15歳以下のアスリートをターゲット

⇒ ⇒ ⇒

・FTEMでは、将来性が期待されるアスリートの発掘(適性検証)を進めるにあたっ

　て各NFが、どの年代をターゲットにして取り組んでいくか を検討することが

　求められています。

・推進室では、ホッケーがチームスポーツであることから、将来性の期待される

　タレント候補を発掘(適性検証)するにあたって、対象年齢を15歳以下としました。

　※15歳までにタレント候補を発掘し、16歳からは高校部活動(クラブチーム)

に繋ぐことがチームスポーツであるホッケー競技に相応しいと判断しました。

目的

年齢目安

FTEM段階

普及 発掘 強化

T4~T3F3/T1/T2F1/F2

～15歳～12歳 16歳～

育成



（３）発掘のシステムについて（案）

STEP1　各都道府県・・エリアコーチ（コーチ1以上）

　 ・都道府県協会(PF)により、将来性が期待できるタレント候補を発掘

▽

STEP2　地区（東・中・西）・・地区ディレクター（コーチ3以上）

・各県からのタレント候補を集約する。

・各県にFTEMに位置づけたタレント候補の顕在化について周知する。

▽

STEP3　中央・・NFコーチ

・各地区ディレクターに将来性のあるタレント候補の顕在化について

　指導・連携を図る。

・トップチーム(サムライ･さくら)から、一貫指導として連続するため

　の情報共有と具体的な指導法の伝達をする。

《参考》2017提案/ナショナルトレーニングシステム組織図

STEP3

STEP2

STEP1

※2017年度に寺本らにより提案されたナショナルトレーニングシステムを

　FTEMに位置づけて具現化する！



➌【参考】FTEMに位置づけたU15の取組について（先行的な取組例）

《U15部会におけるタレント候補の顕在化_R6から先行的に試行》

STEP1　各都道府県・・各チームの指導者から推薦

　 ・中学1・2年生が対象

▽

STEP2　地区（東・中・西）・・地区ディレクターにより選考合宿を企画・実施

⇔選考委員は地区ディレクター＋ブロック常任委員＋U15スタッフ他

・U15地区選考会（一次選考会）として実施

・エリートアカデミーの候補についても併せて選考する（早期発掘）

▽

STEP3　U15中央・・NFコーチ

・U15代表の中央選考会は前年度の地区選考会（一次選考会）通過者が対象

 エリートアカデミー選考・・NFコーチ

・当該年度のU15地区選考会(一次選考会)各地区上位5名が対象

《J-STARプロジェクトを活用したポテンシャルアスリートの発掘》

STEP0　事前準備として地域TIDとの連携を図る

・地域タレント発掘事業におけるホッケープログラム実施状況調査

・ホッケープログラムのある地域TIDに連携協力依頼（APS登録依頼）

STEP1　委託事業に応募⇒採択される

STEP2　専門測定～適性検証（11月～3月）

STEP3　NFプログラム（4月～）・・《新規開発？》

【課題】出口として現行のエリートアカデミーでは 5ヶ月では無理がある！


